
 

 

 

令和３年度 

第９回通常総会議案書 
 

 

日 時 ⁄ 令和３年５月 27 日（木） 

          午後３時 30 分～ 

会 場 ⁄ 柳長ホール 

          中野市中央二丁目４番６号 

                ☏ ０２６９－２６－３０２４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人  信濃中野法人会 
  



 
 

法人会の理念 
 

 

法人会は税のオピニオンリーダーとして 

企業の発展を支援し 

地域の振興に寄与し 

国と社会の繁栄に貢献する 

経営者の団体である 
 

 

 

法人会は 
 

☆ 公平で健全な税制の実現のため 

   経営者の声を政府等へアピールしています 

 

☆ 税の啓発・租税教育活動をおこなっています 

 

☆ 地域社会のお役にたっています 

 

☆ 企業と従業員の厚生制度をバックアップします 
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総 会 次 第 
 

 １ 来賓紹介 

 

 ２ 開会のことば 

 

 ３ 会長あいさつ 

 

 ４ 議長選出 

 

 ５ 議 事 

  (1) 定足数の確認 

    現在会員数    名中  本人出席   名 委任状    名 

     合計      名 

  (2) 議事録署名人選定 

               様           様 

  (3) ＜報告事項＞ 

    ① 平成２年度事業報告の件 

    ② 令和３年度事業計画書及び収支予算書報告の件 

    ③ 令和４年度税制改正要望書報告の件 

   ＜審議事項＞ 

    第１号議案 令和２年度財務諸表承認の件 

    第２号議案 役員改選（案）承認の件 

 

 ６ 議長降壇 

 

 ７ 全国法人会総連合功労者表彰（伝達） 

 

 ８ 来賓祝辞 

 

 ９ 閉会のことば 
  

－１－
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来 賓 ご 芳 名 
                               （順不同） 

信 濃 中 野 税 務 署 長  大 原 一 也 様 

信濃中野税務署法人課税部門統括国税調査官   關  智  様 

信濃中野税務署法人課税部門上席国税調査官  黒 鳥 浩 晴 様 

大 同 生 命 保 険 株 式 会 社 長 野 支 社 長  高 木 貴 志 様 

Ａ Ｉ G 損 害 保 険 株 式 会 社 長 野 支 店 長  千 明  徹  様 

アフラック生命保険株式会社長野支社長  福 原 泰 博 様 

－２－
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【報告事項】 

 ① 令和２年度事業報告の件 

 

令和２年度事業報告書 

（自 令和２年４月１日～至 令和３年３月 31 日） 

 

 事業活動の基本方針 

  税のオピニオンリーダーとして、法人会活動の原点である「健全な経営・正しい納税・

社会貢献」を主要テーマに、次に掲げる重点事項の推進に努める。 

 １ 運営の適正化  ①新法人移行後の運営・組織の整備、ガバナンス強化 

           ②公益会計基準（20年基準）への対応 

           ③情報公開及び個人情報の適切な取扱い 

 ２ 組織の拡充   ①運営体制の整備・強化と組織増強運動の実施 

           ②事務運営の効率化と法人会活性化の推進 

 ３ 事業の充実   ①会員サービスの充実と地域社会貢献活動の強化 

           ②新規事業実施による会員メリットの拡大・明確化の推進 

           ③e-Tax の普及・利用拡大の促進 

           ④租税教育活動への取り組み 

 ４ 財政の確立   ①財源確保と効率的・効果的運用 

           ②助成金制度への対応・研修 

 ５ 事務局の強化  ①事務の合理化・効率化の推進 

           ②事務局の質的向上に向けた各種研修 

 昨年度当初からの新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、緩やかな回復基調にあると

言われていた国内経済のみならず地域経済においても一転厳しい状況にあり、当法人会も

廃業等による会員の減少など、組織、運営面でも厳しい状況にありました。 

令和２年度の事業活動については、新型コロナウイルス感染症の影響で、計画した事業

も中止や規模を縮小しての実施を余儀なくされた状況となりました。その概要は次のとお

りです。 

 

 １ 税務経営支援事業 

  ・税務研修会の開催（各支部別） 

    支部総会時の研修会は中止し、中野、飯山、山ノ内支部は年２回、その他の支部

は１回開催した。主に、税制改正について研修した。 

   実施日 

支部名 総会時 第２回 第３回 

中 野 中 止 ２.11.27（金） ３.２.８（月） 

飯 山 〃 ２.11.16（月） ３.２.９（火） 

山ノ内 〃 ２.11.17（火） ３.２.15（月） 

木島平 〃 ２.11.19（木）  

野沢温泉 〃 ３.３.23（火）  

栄 〃 ２.11.24（火）  

  

－３－
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  ・決算説明会の開催  年２回（決算期別）信濃中野税務署と共催で開催した。 

   会 場：北信州能力開発センター 多目的ホール 

   実施日 

第１回 ４．５．６月期決算企業 中 止 

第２回 ７．８．９月期決算企業 〃 

第３回 10．11．12 月期決算企業 ２.11.18（水） 

第４回 １．２．３月期決算企業 ３.２.18（木） 

 

  ・新設法人説明会の開催（信濃中野税務署と共催） 

    令和３年３月４日（北信州能力開発センター） 

  ・e-Tax 研修の開催（信濃中野税務署と共催） 

    紙上研修 

  ・企業の税務コンプライアンス向上を支援 

    「自主点検チェックシート」「自主点検ガイドブック」等の配布及び各種研修会に

おいて点検手法等を研修した。 

  ・各種講演会の開催（会員大会時） 

  ・研修会用ビデオ等貸出（研修用 DVD レンタルサービス・インターネットセミナー） 

  ・「しんなか法人」を年２回（９月、２月）発行し、企業経営等に役立つ情報を提供 

  ・共同発行機関誌「きたしなの税のたより」を年２回（５月、１月）配布 

    「法人会たより」欄に寄稿 

  ・全法連が発行する機関誌「ほうじん」を年４回（春、夏、秋、冬）全会員に配布 

  ・「コロナ禍を生き抜く 税務＆金融＆給付金ガイド」を全会員に配布 

 

 ２ 租税教育推進事業 

  ・「信濃中野税務署管内租税教育推進協議会」に参画し租税教育活動を推進 

   ○租税教室開催 小学校 13 校/22 校  中学校１校/10 校  

   ○「中学生・高校生の税に関する作文」の募集・表彰 

     作品応募数 高校生：104 編 中学生：93 編 

     信濃中野法人会長賞 

      「租税教室を受けて」 中野市立高社中学校３年生 土屋奈央さん 

  ・青年部「租税教室」の開催 

    本年度は管内２小学校で実施 

     令和２年 12 月２日 中野市立永田小学校６年生 

     令和２年 12 月 16 日 山ノ内町立南小学校６年生  

  ・女性部「税に関する絵はがきコンクール」の開催 

    小学校「租税教室」開催に併せ、絵はがきの作成を依頼し、優秀作品を表彰した。 

     応募作品：34 点（３校） 

      法人会長賞： 松 野 奈 菜（中野市立永田小学校６年生） 

      税務署長賞： 渡 邉 姫 夏（飯山市立泉台小学校６年生） 

      女性部長賞： 瀧 澤 優 花（中野市立永田小学校６年生） 

      優 秀 賞： ４点 

  

－４－
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 ３ 税の啓発提言事業 

  ・ 税のあり方を研究し、管内各市町村に法人市町村民税及び固定資産税の税率や納

入方法などに関し改善の提言、要望活動を実施。下記以外の３村には提言書を郵送 

    令和２年 12 月 10 日 山ノ内町（応対者：町長ほか） 

    令和２年 12 月 17 日 中野市（応対者：市長ほか） 

    令和２年 12 月 18 日 飯山市（応対者：市長ほか） 

  ・ 会員から要望事項をとりまとめ（アンケート調査実施）、県連、全法連を通じ要望

の実現を期した。 

 

 ４ 地域社会貢献事業 

  ・ 一般公開の経済講演会を開催 

    会員大会時に記念講演会を開催した。 

  ・ 災害見舞金を寄附 

    令和元年 10 月の台風 19 号災害について、全法連、長野県連及び被災のなかった

県内６法人会（諏訪、伊那、飯田、木曽、松本、大北）から見舞金の拠出があり、

飯山市と中野市の社会福祉協議会に見舞金を寄附した。 

  ・ 地域の社会福祉向上のためのチャリティーイベントを開催し、協力金を管内自治

体等に寄贈した（寄贈先：木島平村）。 

  ・ 青年部活動事業として、青少年の健全育成を支援 

    管内の少年野球（16 チーム）、少女ソフトボールチーム（４チーム）、リトルシニ

ア（２チーム）及び６連盟に公式ボールを贈呈した。 

 

 ５ 厚生制度推進事業 

・ 法人会福利厚生制度の推進目標を定め受託会社（大同生命保険、ＡＩＧ損害保険、

アフラック生命保険）と連携して推進。 

・ 「ふやそう２万社ＧＯＧＯキャンペーン」「想いをつないで 50 年『会員企業を守

りたい』キャンペーン」の推進。 

保障制度の加入状況 

    ○大型保障制度加入状況（Ｒ３.３末現在） 

       125 社   加入率 12.20％ 

      新規企業推進状況（Ｒ３.３末現在） 

       目標 ７件   実績 ２社   達成率 28.57％ 

      大型取扱企業（Ｒ３.３末現在） 

       目標 24 社   実績 13 社   達成率 54.17％ 

    ○ビジネスガード加入状況（Ｒ３.３月保有） 

        66 社   加入率  6.44％ 

      新規加入企業  実績 ８社 

    ○がん保険制度加入状況（Ｒ３.３月保有） 

       208 社   加入率 20.29％ 

 

  ・生活習慣病予防健診（人間ドック）を実施（一般財団法人全日本労働福祉協会） 

    令和２年９月 11 日（金）飯山市公民館（４名） 

    令和２年 10 月 22 日（木）北信州能力開発センター（21名）  

  ※受診者に補助金を支給 

  ・成人病予防健診の実施（取扱い） 

    （ＰＥＴ／ＣＴ健診、脳ドック、ＭＲＩ人間ドック）  

－５－
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 ６ 会員支援事業  

  ・会員大会の開催 

    日時 令和２年 11 月 13 日（金）午後２時 

    場所 飯山市 「飯山市文化交流館 なちゅら」 

    特別研修（税ミナール） 「税について～お酒の話～」 

          講師：信濃中野税務署長 大原一也 氏 

    記念講演会 「がんばれ日本の中小企業」 

          講師：政策研究大学院大学名誉教授 橋本久義 氏 

 

・会員の親睦交流と健康管理のためゴルフ大会を開催 

○会員親睦ゴルフ大会 中止 

    ○会員チャリティーゴルフ大会 

     令和２年 10 月１日（木） 会場：斑尾高原カントリー倶楽部 参加者：42 名 

   （チャリティー募金活動を実施 協力金寄贈先：木島平村） 

 

 ７ 会員維持増強事業 

・組織強化の柱として会員拡大運動を推進 

 

令和２年度会員拡大状況について  

（令和２年４月１日～令和３年３月末日） 

支 部 名 目 標 実 績 達成率(％) 退会社 

中 野支部 15（15） 17（21） 113.3（140.0） 18（12）

飯 山支部 10（10）  1（ 5） 10.0（ 50.0） 11（ 3）

山ノ内支部  5（ 5）  1（ 1） 20.0（ 20.0）  6（12）

木島平支部  2（ 2）  0（ 0） 0.0（  0.0）  1（ 0）

野沢温泉支部  2（ 2）  0（ 0） 0.0（  0.0）  2（ 2）

栄 支部  2（ 2）  0（ 3） 0.0（150.0）  1（ 0）

計 36（36） 19（30） 52.8（ 83.3） 39（29）

  （  ）内は前年度数値 

＊令和２年度会員拡大強化月間(８月～11 月) 10 社（中野 10）  

＊県連 会員増強運動(９月～11 月)の実績   10 社（中野 10） 

 

会員加入状況 

集計時点 法人数 会員数 加入率 

Ｈ28 年６月末 2,097 1,077 51.4％ 

Ｈ28 年 12 月末 2,097 1,069 51.0％ 

Ｈ29 年４月１日 2,097 1,069 51.0％ 

Ｈ29 年６月末 2,090 1,054 50.4％ 

Ｈ29 年 12 月末 2,090 1,058 50.6％ 

Ｈ30 年４月１日 2,090 1,057 50.6％ 

Ｈ30 年６月末 2,086 1,048 50.2％ 

Ｈ30 年 12 月末 2,086 1,046 50.1％ 

Ｈ31 年４月１日 2,086 1,044 50.0％ 

－６－
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Ｒ元年６月末 2,040 1,038 50.9％ 

Ｒ元年 12 月末 2,040 1,047 51.3％ 

Ｒ２年４月１日 2,040 1,045 51.2％ 

Ｒ２年６月末 2,028 1,027 50.6％ 

Ｒ２年 12 月末 2,028 1,033 50.9％ 

Ｒ３年４月１日 2,028 1,025 50.5％ 

退会者の内訳(最近の 1年) 

任意退会 倒産・廃業 

28.2％ 71.8％ 

 

 ８ 支部助成事業 

  ・管内６支部の活動を支援。 

 

 ９ 諸会議の開催及び大会等参加 

  ・第８回通常総会の開催 

    日 時  令和２年５月 28 日（木）午後３時 30 分～ 

    場 所  中野市中央二丁目 「柳長・大ホール」 

  ・正副会長会議の開催 

    令和２年７月 21 日（水） すき焼 

  ・理事会・役員会の開催 

    第１回 令 和 ２ 年 ５ 月 ８ 日（金） 書面決議 

    第２回 令和２年７月 29 日（水）午前 10時 30 分（兼合同委員会） 

    第３回 令和２年 10 月 14 日（水）午前 11 時 

    第４回 令和３年３月 26 日（金）午前 10時 30 分 

  ・監査会の開催 

    令和２年４月 21 日（火）午前 11 時 00 分 

  ・委員会の開催（総務、組織、研修、広報、厚生、税制） 

    令和２年７月 29 日（水）午前 10 時 30 分（合同委員会として開催） 

    令和２年８月 27 日（木）午前 10 時 30 分 広報委員会（兼編集委員会） 

    令和３年１月 27 日（水）午前 10 時 30 分 広報委員会（兼編集委員会） 

  ・各正副支部長・支部事務局合同会議 中止 

 

  ・大会・諸会議等へ参加・出席 

    ○県連通常総会           書面決議 

      令和２年６月 10 日（水） 

    ○全国大会（岩手大会）       中止 

      令和２年 10 月８日（木） 

    ○全国青年の集い「島根大会」    中止 

      令和２年 11 月５日（木）～６日（金） 

    ○県連青年部合同例会（大北法人会） 中止 

      令和２年 10 月 16 日（金） 

    ○全国女性フォーラム「愛媛大会」  中止 

      令和２年 11 月 25 日（水） 

    ○県連女性部合同例会（伊那法人会） 中止 

      令和２年 10 月２日（金） 

－７－
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【報告事項】 

 ② 令和３年度事業計画書及び収支予算書報告の件 

 

令 和 ３ 年 度 事 業 計 画 

（自 令和３年４月１日 ～ 至 令和４年３月 31 日） 

 

１ 事業活動基本方針 

  令和３年度における事業活動に当たっては、新型コロナウイルス感染症の収束が不透明な

中、法人会の原点である「税」に関する活動に軸足を置くとともに、企業活動の活性化や地域

社会の健全な発展に資する、次に掲げる重点事項の推進に努める。 

 ⑴ 運営の適正化  ①新法人移行後の対応・法令に基づいているかの再確認、ガバナンス強化 

           ②公益法人会計基準（平成 20 年基準）遵守 

           ③情報公開及び個人情報の適切な取扱い 

 

 ⑵ 組織の拡充   ①運営体制の整備・強化と組織増強運動の実施 

           ②事務運営の効率化と法人会活性化の推進 

 

 ⑶ 事業の充実   ①会員サービスの充実と地域社会貢献活動の強化 

           ②既存事業の改善による会員メリットの拡大・明確化の推進 

           ③e-Tax の普及・利用拡大の促進 

           ④租税教育活動への取り組み 

 

 ⑷ 財政の確立   ①財源確保と効率的・効果的運用 

           ②助成金制度への対応 

 

 ⑸ 事務局の強化  ①事務の合理化・効率化の推進 

           ②事務局の質的向上に向けた各種研修 

 

２ 事業計画 

 ⑴ 税務経営支援事業 

  ・税務研修会の開催（役員会、支部・部会別等で開催） 

  ・決算説明会の開催 年４回（５月、８月、11 月、２月） 

  ・新設法人説明会の開催 

  ・e-Tax 研修会を開催し、利用促進に努める。 

  ・優良経理担当者の表彰（会員大会時に表彰） 

  ・各種講演会の開催（通常総会・会員大会時ほか） 

  ・企業の税務コンプライアンス向上を促進する。 

  ・研修会用ビデオ等の貸出（研修用ＤＶＤレンタルサービス・インターネットセミナー配信） 

  ・研修会出席者用シールの活用を図る。 

  ・企業経営に役立つ優良図書の紹介 

  ・「しんなか法人」を年２回（９月、２月）発行し、企業経営等に役立つ情報を提供する。 

  ・共同発行機関誌「きたしなの税のたより」を年２回（５月、１月）発行し配布する。 

  ・全法連が発行する機関誌「ほうじん」を年４回（春・夏・秋・冬）全会員に配布する。
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 ⑵ 税の啓発提言事業 

  ・ 税のあり方を研究し、管内市町村に法人市町村民税及び固定資産税の税率や納入方法など

に関し改善の提言・要望活動を行う。 

  ・ 会員から要望事項をとりまとめ（アンケート調査実施）、県連、全法連を通じ要望を反映

させるよう努める。 

  ・全国大会（法人会全国大会、青年の集い、女性フォーラム）へ参加し、税の啓発に努める。 

  ・事業の推進に必要な税の広報活動を行う。 

  ・その他、税務行政全般に対する意見要望の具申に努める。 

 

 ⑶ 租税教育推進事業 

  ・「管内租税教育推進協議会」に参画し、租税教育を推進する。 

  ・「中学・高校生の税に関する作文」を募集し表彰する。 

  ・小学校において「租税教室」を開催し、税知識の普及・啓発に努める。 

  ・「税に関する絵はがき」の作品募集をし、優秀作品を表彰するなど税の啓発に努める。 

 

 ⑷ 地域社会貢献事業 

  ・会員及び一般住民向けの講演会等を開催する。 

  ・チャリティー活動の協力金を管内市町村に寄贈し、地域の社会福祉向上に寄与する。 

  ・青年部社会貢献事業として青少年の健全育成を支援する。 

  ・適宜、必要に応じた社会貢献活動を行う。 

 

 ⑸ 会員支援事業  

  ・会員大会の開催 

    11 月中旬に開催   会場：山ノ内町 

  ・会員の親睦交流と健康管理のため、ゴルフ大会を開催する。 

    会員親睦ゴルフ大会      会場：志賀高原カントリークラブ 

    会員チャリティーゴルフ大会  会場：斑尾高原カントリー倶楽部 

    （チャリティー募金活動を実施  協力金寄贈先：野沢温泉村） 

  ・青年部例会の開催 

  ・女性部例会の開催 

  ・会員・部員の婚活を支援 

    県連主催「ながの結婚支援センター」に協力し、出会いを提供する。 

 

 ⑹ 会員維持増強事業 

  ・組織強化の柱として会員拡大運動を強力に推進し、加入率維持に務める。 

    役員１人１会員以上の会員拡大運動の徹底を図る。 

  ・新設法人に入会案内を発送し、加入勧奨を行う。 

  ・関係諸団体（税理士会、大同生命保険ほか）に加入勧奨の協力を依頼する。 

  ・任意退会の未然防止に努める。 

  ・会員証の掲示及び会員証シール（ブルー色）の貼付の徹底を図る。 

  ・その他組織の拡充に関する事業を推進する。  

－９－
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 ⑺ 厚生制度推進事業 

  ・ 大型保障制度創設 50 周年の節目でもあり、法人会福利厚生制度の推進目標を定め、受託

会社（大同生命保険、ＡＩＧ損害保険、アフラック生命保険）と連絡を密に推進する。 

  ・健康診断（生活習慣病予防健診）の実施 

    中野市、飯山市の２会場で実施。受診者に助成金を支給。 

  ・成人病予防健診の実施（取扱い事務） 

    （ＰＥＴ／ＣＴ健診、ＭＲＩ人間ドック） 

  ・レンタカー割引制度のＰＲ 

  ・その他、福利厚生制度に関する事業を行う。 

 

 ⑻ 支部支援事業 

  ・管内６支部の活動を支援する。 

 

 ⑼ 諸会議の開催・大会参加等 

  ・通常総会の開催 

  ・理事会（役員会）、正副会長会議の開催 

  ・各委員会開催（総務、組織、研修、広報、厚生、税制委員会） 

  ・各正副支部長・支部事務局合同会議の開催 

  ・青年部・女性部通常総会ほかの開催 

 

  全国法人会、県連関係 

   ・県連通常総会 

   ・全国大会（税制改正要望大会同時開催） 

   ・全国青年の集い 

   ・県連青年部合同例会 

   ・全国女性フォーラム 

   ・県連女性部合同例会 

 

⑽ 友好法人会伊豆下田法人会並びに中野法人会との交流 
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（単位：円）
予算額 前年度予算額 増　減 備　　　　考

Ⅰ一般正味財産増減の部
１経常増減の部
⑴経常収益
受取会費 5,800,000 5,800,000 0
正会員受取会費 5,800,000 5,800,000 0 年会費

事業収益 5,000 5,000 0
広報事業収入 5,000 5,000 0

受取補助金等 6,503,540 6,751,400 ▲ 247,860
受取全法連助成金振替額 5,191,000 5,436,400 ▲ 245,400 全法連助成金Ａ

受取県連補助金 1,312,540 1,315,000 ▲ 2,460 全法連助成金Ｂ、小規模補助金

受取負担金 250,000 250,000 0
受取負担金 250,000 250,000 0

受取寄付金 70,000 50,000 20,000
受取寄付金 70,000 50,000 20,000

雑収益 301,460 300,500 960
受取利息 2,000 2,000 0
雑収入 299,460 298,500 960

12,930,000 13,156,900 ▲ 226,900
⑵経常費用
事業費 10,690,400 10,924,900 ▲ 234,500
（研修相談事業） 104,000 153,500 ▲ 49,500 税務研修会、決算説明会

会場費 29,000 28,500 500 租税教室開催事業

旅費交通費 25,000 45,000 ▲ 20,000
消耗品費 1,000 1,000 0
会議費 40,000 60,000 ▲ 20,000
表彰費 0 10,000 ▲ 10,000
雑費 9,000 9,000 0

（租税教育・広報事業） 660,000 712,000 ▲ 52,000 HP更新費、広報誌発行

会場費 5,000 2,000 3,000 絵はがき、INセミナー負担金ほか

印刷製本費 280,000 360,000 ▲ 80,000
通信運搬費 80,000 80,000 0
旅費交通費 35,000 30,000 5,000
会議費 30,000 20,000 10,000
支払負担金 115,000 115,000 0
委託料 100,000 100,000 0
表彰費 10,000 0 10,000
雑費 5,000 5,000 0

（税の啓発提言事業） 814,000 845,000 ▲ 31,000 各種全国大会参加費ほか

通信運搬費 5,000 4,000 1,000
旅費交通費 717,000 749,000 ▲ 32,000
支払負担金 12,000 12,000 0
雑費 80,000 80,000 0

（経営支援事業） 525,000 502,000 23,000 会員大会開催事業費

会場費 24,000 14,000 10,000 優良経理担当者表彰ほか

諸謝金 330,000 330,000 0
印刷製本費 20,000 4,000 16,000
通信運搬費 1,000 1,000 0
旅費交通費 30,000 23,000 7,000
消耗品費 50,000 50,000 0
表彰費 65,000 65,000 0
雑費 5,000 15,000 ▲ 10,000

（地域社会貢献事業） 325,000 345,000 ▲ 20,000 青少年健全育成支援、

旅費交通費 5,000 5,000 0 地域福祉向上支援事業費

会議費 20,000 20,000 0
消耗品費 220,000 250,000 ▲ 30,000
支払寄付金 80,000 70,000 10,000

令和３年度一般会計収支予算書
（自 令和３年４月１日 ～ 至 令和４年３月31日）

科　　　目

【 経 常 収 益 計 】

ー11ー
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（会員支援事業） 996,000 1,051,000 ▲ 55,000 親睦交流事業開催費、

諸謝金 30,000 30,000 0 青年・女性部活動費ほか

印刷製本費 20,000 10,000 10,000
旅費交通費 360,000 470,000 ▲ 110,000
会議費 310,000 315,000 ▲ 5,000
支払負担金 35,000 35,000 0
消耗品費 121,000 121,000 0
表彰費 50,000 0 50,000
雑費 70,000 70,000 0

共通費用 7,266,400 7,316,400 ▲ 50,000 事業費に係る共通費用

給料手当 4,284,000 4,284,000 0
福利厚生費 462,000 462,000 0
旅費交通費 252,000 247,000 5,000
通信運搬費 294,000 294,000 0
消耗什器備品費 0 0 0
消耗品費 168,000 168,000 0
事務委託料 504,000 504,000 0
印刷製本費 42,000 42,000 0
光熱水費 126,000 126,000 0
賃借料 403,200 403,200 0
支払負担金 336,000 341,000 ▲ 5,000
リース料 109,200 109,200 0
支払手数料 84,000 84,000 0
雑費 202,000 252,000 ▲ 50,000

管理費 2,238,600 2,793,600 ▲ 555,000
給料手当 816,000 816,000 0
福利厚生費 88,000 88,000 0
会議費 800,000 1,300,000 ▲ 500,000 総会、理事会他

旅費交通費 48,000 48,000 0
通信運搬費 56,000 56,000 0
消耗什器備品費 0 0 0
消耗品費 32,000 32,000 0
事務委託費 96,000 96,000 0
印刷製本費 8,000 8,000 0
光熱水費 24,000 24,000 0
賃借料 76,800 76,800 0
リース料 20,800 20,800 0
支払負担金 64,000 64,000 0
渉外慶弔費 50,000 100,000 ▲ 50,000
支払手数料 16,000 16,000 0
雑費 43,000 48,000 ▲ 5,000

12,929,000 13,718,500 ▲ 789,500
1,000 ▲ 561,600 562,600

⑴経常外収益
-            -            -            

⑵経常外費用
-            -            -            
-            -            -            

1,000 ▲ 561,600 562,600
21,000 71,000 ▲ 50,000

▲ 20,000 ▲ 632,600 612,600
6,132,127 6,764,727 ▲ 632,600
6,112,127 6,132,127 ▲ 20,000

-            -            -            
-            -            -            
-            -            -            

6,112,127 6,132,127 ▲ 20,000

【税引前一般正味財産増減額】

Ⅲ正味財産期末残高

Ⅱ指定正味財産増減の部

２経常外増減の部

【 当 期 経 常 外 増 減 額 】

【 経 常 費 用 計 】
【 当 期 経 常 増 減 額 】

【 経 常 外 収 益 計 】

【 経 常 外 費 用 計 】

【指定正味財産期首残高】
【指定正味財産期末残高】

【 法 人 税 及 び 住 民 税 】
【当期一般正味財産増減額】
【一般正味財産期首残高】
【一般正味財産期末残高】

【当期指定正味財産増減額】

ー12ー
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 ※ 特定資産の増減（案）
（単位：円）

期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高
特定資産

事業推進引当資産 3,000,000 -         -         3,000,000
社会貢献活動引当資産 180,000 -         -         180,000
支部活動充実引当資産 187,767 -         -         187,767
支部周年行事引当資産 400,000 -         -         400,000

3,767,767 3,767,767

科　　目

 合　　　計

ー13ー
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【報告事項】 

 ③ 令和４年度税制改正要望書報告の件 

 

令和４年度税制改正要望書 
 

一般社団法人 信濃中野法人会  
 
我が国経済は緩やかな回復基調を続けていたものの、令和元年度末に発生した新型コロナウ

イルス感染症の影響で国内では社会システムのすべてが混乱し、折からの政情不安も相まって

社会全体が大きな打撃を受けている。 
新型コロナウイルス感染症の収束が不透明な中、経営状況を見極めながら、経営が悪化した

中小企業者への救済と更なる税制上の措置の適用期限の延長など税負担の緩和を求める。 
今後、次の世代に国の借金をなるべく残さないよう財政悪化を食い止め、社会保障費の重点

化・効率化等、歳出、歳入両面の強力な改革による財政基盤を確立し、地域経済の活性化を実

現することが必要である。 
税制の改正に当っては、抜本的な行財政改革の断行を大前提にすべきであり、地方経済の活

性化に資する税制、地域経済の担い手である中小企業者の成長を促す税制の改善措置を求める。 
 
○法人税について 

 ① 法人税の実効税率 20％台の更なる引き下げを継続するとともに、中小企業向けの軽減

税率など税制措置の本則化及び適用の課税所得金額を大幅に引き上げること 

○所得税制について 

 ① 税負担を広く公平に負担する税率構造の見直しと、一層の累進構造の緩和を図ること 

 ② 少子化対策の観点から子育てに配慮した税額控除制度の創設、諸控除の多角的な見直し

を図ること 

 ③ 豪雪地対策として豪雪地特別控除を創設すること 

○消費税制について 

 ① 消費税軽減税率制度の実施もあり消費税率の引上げ分は、適正・円滑に価格転嫁できる

実効性の高い対策をすること 

 ② 適格請求書等保存方式の導入に当たっては、免税事業者が取引から排除されないよう配

慮すること 

○事業承継税制について 

 ① 「贈与税・相続税の納税猶予制度」について、特例措置の拡充が行われたが、制度周知

に努めるとともに事業用資産への課税を軽減、免除する制度を創設すること 

 ② 地域に密着した事業承継支援体制の強化を図ること 

○地方税制について 

 ① 固定資産税の評価方法について抜本的な見直しを行うこと 

 ② 法人住民税超過課税採用自治体は、その目的達成後速やかに標準課税に戻すこと 

○その他 

 ① e-Tax（電子申告納税制度）の利用促進を図ることから、さらなる内容の利便性と簡便

化を要望する 

 ② 納税環境の整備や租税教育の推進を図ること 

－ 14 －
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【審議事項】 

第１号議案 令和２年度財務諸表承認の件 
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１　重要な会計方針

　(1) 有形固形資産の減価償却について

　　　法人税法に基づく定率法により減価償却を実施している。

　(2) 消費税について

　　　税込み方式によっている。

２　特定資産の増減及びその残高は次のとおりである。

（単位：円）

３　固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高は次のとおりである。

（単位：円）

科　　目

　　什器備品

合   計

0 180,000

400,000

0

0 3,767,771

0

0

187,771

680,145 680,141 4

680,145 680,141

当期末残高取得価格 減価償却累計額

　　支部活動充実引当資産

4

0

4

4

180,000　　社会貢献活動引当資産

合   計

187,767

3,767,767

　　支部周年行事引当資産 400,000

財務諸表に対する注記

　　事業推進積立資産 3,000,000 0 0 3,000,000

科　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

特定資産

－18－
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監  査  報  告 

 

令和３年４月 20 日  

 

 一般社団法人信濃中野法人会 

代表理事 小 林 博 文 様 

 

監 事 髙 橋 栄 司 ㊞ 

監 事 中 島  仁  ㊞ 

 

私たち監事は、令和２年４月１日から令和３年３月 31 日までの事業年度におけ

る理事の職務の執行に関して、本監査報告を作成し、以下のとおり報告いたします。 

 

１ 監査の方法及びその内容 

  各監事は、理事及び使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の

整備に努めるとともに、理事会その他重要な会議に出席し、理事及び使用人等か

らその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決

裁書類等を閲覧し、法人事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。

さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行いました。 

  以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその付属明細書、計算

関係書類（貸借対照表、正味財産増減計算書及びこれらの付属明細書）について

検討いたしました。 

 

２ 監査の結果 

 (1) 事業報告等の監査結果 

  ① 事業報告及びその付属明細書は、法令及び定款に従い法人の状況を正しく

示しているものと認めます。 

  ② 理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する

重大な事実は認められません。 

 (2) 計算書類等の監査結果 

   計算関係書類は、法人の財産及び損益（正味財産増減）の状況をすべての

重要な点において適正に表示しているものと認めます。 

 

                   以 上 

－ 20 －



－ 21 －- 21 - 
 

 第２号議案 役員改選（案）承認の件 

 ◎ 理事（26名）、監事（２名）の選任 

（敬称略 ○印は新任） 

役職 支部 氏  名 法 人 名 役 職 

理 事 中 野  小林 博文 ㈱ コシナ  

理 事 〃  藏谷 伸一 中野土建 ㈱  

理 事 〃  高木 和敏 ㈱ タカギセイコー  

理 事 〃  中條 和彦 信越木材 ㈱  

理 事 〃  東  英司 ㈱ 北信エルシーネット  

理 事 〃  小橋 浩樹 ㈱ ふるさと石産  

理 事 〃  永峯  昇 ㈲ 永峯農機具店  

理 事 〃  丸山 隆英 中沢建設 ㈱  

理 事 飯 山  村松 茂樹 ㈱ 角口酒造店  

理 事 〃  村石桂太郎 ㈲ 越後屋電器商会  

理 事 〃  上海 一徳 ㈲ 上海本店  

理 事 〃  藤巻  篤 ㈱ 藤巻建設  

理 事 〃  根食  猛 ㈲ ライフ   

理 事 山ノ内  西山平四郎 ㈲ 金具屋ホテル  

理 事 〃  羽田 吉彦 ㈲ 羽田甘精堂  

理 事 〃  小田 孝志 ㈱ 池田商事  

理 事 〃 ○竹節  稔 ㈲ 志賀高原オリンピックホテル  

理 事 木島平  宮崎 正毅 瑞穂木材 ㈱  

理 事 〃 ○森  隆美 ㈲ 森真商会  

理 事 野沢温泉  篠田 秀人 ㈲ 篠田組  

理 事 〃  河野 正德 ㈲ 河廣屋  

理 事 〃 ○富井 義裕 ㈲ とみき漬物  

理 事 栄  廣瀬 政之 ㈱ 廣瀬建設  

理 事 〃  櫻沢 俊一 栄村森林組合  

理 事 青年部 ○竹内 耕治 ㈲ 信州農園  

理 事 女性部 ○髙柳 栄子 ㈱ 北誠商事  

監 事 飯 山 ○足立 本光 ㈲ 足立商店  

監 事 山ノ内  中島  仁 ㈲ 中島電気商会  

 

（参考） 理事及び監事：定款第23条により総会において選任 

     正副会長及び常任理事：定款第23条第２項により理事の互選により選任 

     相談役及び顧問：理事会推せんにより会長が委嘱 


